
 

               

 

 

 

 

 

和歌山市立博物館秋季特別展 

 川合小梅の世界‐時代を記し、日々を描く‐ を開催します 

 

 
 
 
  
 

 

 

 

1 期   間    令和８年１０月３１日（土）～１２月６日（日） 

休 館 日 ： 月曜日、祝日の翌日 ※月曜祝日の場合は開館、翌日休館 

開館時間：９時～１７時（ただし、入館は１６時３０分まで） 

 

２ 会 場   和歌山市立博物館 （南海電鉄「和歌山市」駅から徒歩５分） 

〒640-8222 和歌山市湊本町３－２ 

℡：073-423-0003  FAX：073-432-9040 

 

３ 入 館 料     一般：７００円  高校生以下：無料 

※団体（２０人以上）は２割引。 

※和歌山市が発行する老人優待利用券をお持ちの方は、本人のみ無料。 

※身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方 

およびその介護人は無料。 

※１１月１４日（土）・1５日（日）は関西文化の日にちなみ、 

入館無料。１１月２２日(日)は和歌山県ふるさと誕生日にちなみ、入館   

無料。 

 

4 展示資料     １３８件 

 

５ 展示解説会  １１月７日（土）、１１月２９日（日） ２階特別展示室/１４：００～１５：００ 

 

６ 講演会       １１月３日（火・祝） １４：００～ 

              「『小梅日記』に見る幕末女性の生活」 / 村上 紀夫 氏（奈良大学文学部教授） 

       １１月２１日（土） １４：００～ 

       「川合小梅の明治期の活動」/ 山下 奈津子（当館学芸員） 

       １２月５日（土） １４:００～ 

幕末明治の女性画家・川合小梅の画業」/ 近藤 壮 氏（学習院大学文学部教授） 

 

担 当 課 文化振興課（博物館） 

担 当 者 冨永・山下 

電    話 ４２３－０００３ 

内  線  

資 料 提 供 

令和８年１０月２日 

川合小梅(1804～89)は、紀州藩に仕える儒学者の家に生まれました。彼女は、夫を支え、家庭

をマネジメントし、母と和歌を楽しみ、子どもや孫を育てました。また、絵を描くことを好み、周りの

人々の依頼を受けて、肖像画や節句の飾りとなる絵画をたくさん描きました。 

本展覧会では、小梅の日記をとおして幕末・明治期の和歌山の様子を見渡すとともに、画家とし

ても活躍した小梅の作品を紹介します。激動の時代を見つめながら日々の生活を大切に生きる、川

合小梅の「世界」をお楽しみください。 

 

川合小梅筆  観梅円窓美人図

（館蔵） 






